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9. 研究実績の概要

2015年度は, 主として, 異なるドメイン (ベクトル空間) に属するオブジェクトの対応問題に取り組んだ. 近年注目されているゼロシ
ョット学習 (zero-shot learning) と呼ばれる, 訓練データに存在しないオブジェクトのクラス推定問題も, この対応問題の一種とし
て定式化することが可能である.
この対応問題は, 一般には回帰や正準相関解析を用いて, 双方のドメインのオブジェクトを同一ベクトル空間上に写像し, この空間で
近傍検索を行う解法が一般的である. 我々は, この場合にもハブの出現が精度の著しい低下を招いていることを実問題 (対訳単語抽出
タスクおよび画像のテキストラベル付け) で確認した. さらに, ハブの出現する原因について理論的な考察を行い, その原因が, 写像
されたオブジェクトの分布の異なりによることを明らかにした.
特に回帰を用いる場合, クエリ (問い合わぜ) 側ドメインのオブジェクトを, 検索対象のデータベース・オブジェクトの空間に写像す
るのが自然であり, このような定式化がこれまで一般的であったが, 我々は, この方式ではハブが生じやすいオブジェクト配置になり
やすいことを明らかにした. それに対して, (一般には行われていないが) 逆に, データベース・オブジェクトをクエリ空間側に写像
することで, ハブが削減できることを指摘し, これを実験によっても確認した.
クエリオブジェクトとデータベースオブジェクトの分布が異なる状況におけるハブの出現についての研究はこれまで行われたことはな
く, また極めて簡単な手法で解決が可能なことを示した点で重要な成果である. この成果は, 国際会議 ECMLPKDD 2015 で公表し, 結
果 Best Student Paper Runner-Up として表彰を受けた.

    （１／５）（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。
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（2）おおむね順調に進展している。

理論的に大きな前進が得られたため, 今後の応用研究への足がかりになると考える.

(1) (2) (3) (4)

(5) (6) (7) (8)回帰

ゼロショット学習 近傍検索 機械学習 ドメイン対応

キーワード10.

（理由）

（区分）

12.

11.現在までの進捗状況

今後の研究の推進方策

2015年度に得られた結果は, 厳密には線形回帰 (リッジ回帰・最小二乗回帰) に限られた分析にもとづいており, 非線形回帰や正準相
関分析に関する理論的な考察は課題として残っている.

（今後の推進方策）

    （２／５）
（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。
（課題番号： 15H02749 ）
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13.研究発表（平成２７年度の研究成果）

〔雑誌論文〕　計（０）件／うち査読付論文　計（０）件／うち国際共著論文　計（０）件／うちオープンアクセス　計（０）件

〔学会発表〕　計（４）件／うち招待講演　計（０）件／うち国際学会　計（２）件

2015 European Conference on Machine Learning and Principles and
Practice of Knowledge Discovery in Databases (ECMLPKDD 2015)
（国際学会）

14th International Conference on Parsing Technologies (IWPT
2015)（国際学会）

発表年月日

発表年月日

2015年09月07日～
2015年09月11日

2015年07月22日～
2015年07月24日

発　表　場　所

発　表　場　所

Porto, Porgugal

Bilbao, the Basque Country/Spain

学　会　等　名

学　会　等　名

発　　表　　標　　題

発　　表　　標　　題

発　表　者　名

発　表　者　名

Yutaro Shigeto, Ikumi Suzuki, Kazuo Hara, Masashi Shimbo, Yuji Matsumoto

オープンアクセス

Ridge regression, hubness, and zero-shot learning

Coordination-aware dependency parsing (preliminary report)Akifumi Yoshimoto, Kazuo Hara, Masashi Shimbo, Yuji Matsumoto

国際共著

論　　文　　標　　題著　者　名

掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）

雑　　誌　　名 査読の有無 巻 発行年 最初と最後の頁

（課題番号： 15H02749 ）
（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。 （3／5）
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〔図書〕　計（０）件

14.研究成果による産業財産権の出願・取得状況

〔出願〕　計（０）件

国内・外国の別出願年月日産業財産権の種類、番号産業財産権の名称 権利者発明者

発行年 総ページ数

出　版　社著　者　名

書　　名

学　会　等　名

学　会　等　名

情報処理学会 第222回自然言語処理研究会

情報処理学会 第222回自然言語処理研究会 首都大学東京秋葉原サテライトキャンパス (東京都千代田区)

発表年月日

発表年月日

2015年07月15日～
2015年07月16日

2015年07月15日～
2015年07月16日

椿真史, Duh Kevin, 新保仁, 松本裕治

発　表　場　所

発　表　場　所

首都大学東京秋葉原サテライトキャンパス (東京都千代田区)

ニューラルネットワークによる意味構成とそのカーネル埋め込みを用いた多層非線形類似度学習

発　　表　　標　　題

発　　表　　標　　題

発　表　者　名

発　表　者　名

Zero-shot learning における線形回帰の影響重藤優太朗, 鈴木郁美, 原一夫, 新保仁, 松本裕治

（課題番号： 15H02749 ）
（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。 （4／5）
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〔取得〕　計（０）件

15.科研費を使用して開催した国際研究集会

〔国際研究集会〕　計（０）件

16.本研究に関連して実施した国際共同研究の実施状況

（１）国際共同研究： －

17.備考

産業財産権の種類、番号

国際研究集会名 開催年月日 開催場所

発明者 権利者 国内・外国の別

出願年月日

取得年月日産業財産権の名称

（課題番号： 15H02749 ）
（注）・印刷に当たっては、Ａ４判（縦長）・両面印刷すること。 （5／5）


